
歯 学 体 報 告

【バスケットボール部門】

今回のデンタルは、神奈川大学横浜キャンパ

ス・神奈川大学平塚キャンパス・鶴見大学で行わ

れました。以下に結果を報告いたします。

・予選リーグ

男子 対 日本歯科大学 負

対 岩手医科大学 勝

対 大阪大学 負

女子 対 九州大学 負

対 東京歯科大学 負

対 愛知学院大学 負

男女とも、予選敗退という結果となってしまい

ました。今年は、昨年の成績を上回ることができ

ませんでしたが、今回得たことを次回のデンタル

に活かせるよう、部員一同がんばりたいと思いま

す。ご支援くださった先生方、どうもありがとう

ございました。 （５年生 佐久間久乃）

【バレーボール部門】

男子 予選リーグ 対 神奈川歯科 ０―２ 負

対 明海 ２―０ 勝

対 愛知学院 １―２ 負

対 昭和 ０―２ 負

対 日本大 ―戦勝

女子 予選リーグ 対 朝日 ２―０ 勝

対 広島 １―２ 負

対 大阪歯科 ０―２ 負

対 東京医科歯科１―２ 負

対 東京歯科 ２―１ 勝

男女とも予選通過することができず、来年に課

題を残す結果となりました。次回のデンタルに向

け努力を重ねていきたいと思います。お世話にな

った先生方、応援してくださった方々、どうもあ

りがとうございました。熱い夏でした。

（５年生 小野田紀生）

【バドミントン部門】

男子

団体 決勝トーナメント １回戦敗退

個人 シングルス 押田（３年） ベスト16

ダブルス 押田・山本（３年）ペア

３回戦敗退

女子

団体 予選リーグ敗退

個人 シングルス 北山・野澤(４年)笠間(１年)

３回戦敗退

ダブルス 野澤（４年）･坂上（１年）

ペア ３回戦敗退

感想：日頃の練習の成果が出て、全体として昨年

よりも良い結果を出せました。今後はさら

に上の成績を目指して全員で、また各自で

練習に励んでいきたいです。このデンタル

を応援してくださった方々、有り難うござ

いました。 （４年生 小林 篤人）

［バドミントン部創立をふり返って］

バドミントン部は、創立12年目を迎え、現在顧

問１名、名誉顧問１名、名誉監督１名（故人）、

OB46名、現役部員32名が今年の名簿に記載され

ています。昨年は、１年間の準備期間をおいて10

周年記念祝賀会が催されました（写真）。バドミン

トンは気軽にできるスポーツですが、瞬発力、持

続力ともに必要とし、カロリー消費量も高いスポ

ーツです。バドミントン部が創立した当時は、高

校時代部活動で活躍した経験者や大学教養科目体

育でバドミントンを選択し、その魅力にとりつか

れた人が多く、クラスの数名が同好会と称して、

勉強疲れを癒すために毎週定期的に始めたとこ

ろ、定着するようになると、口コミで他学年から

も徐々に人が集まり、また、折しも丁度タイミン

グが良く、１年足らずで、バドミントン部へと昇
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格しました。その背景には、当時の学務係長・高

見（故人）さんの御尽力が大きかったと思います。

高見さんは新潟県内でも名の知れた、バドミント

ンの名コーチで、新潟中央高校を高校総体で優勝

へ導いた実績のある方でした。高見さんから当時

学生担当をされておられた野田教授へバドミント

ン創立の話が進みましたが、野田教授はすでにい

くつかの部活動の顧問をされておられたため、新

任の朔教授を紹介していただきました。朔教授は、

口腔病理学の教授に赴任されたばかりでしたが、

快く顧問を引き受けてくださり、いよいよ４月か

らクラブ活動の出発となりました。バドミントン

部が創立したその年の夏のオールデンタルで個人

戦への初参加が決まり、夏休み初日より２週間の

強化訓練を行いました。強化訓練中は、高見さん

の紹介で当時まだオリンピックにバドミントンが

種目に無かった頃にヨネックスの実業団で活躍し

たプロが指導に当たってくださいました。オール

デンタルの結果は、個人戦で２名が３回戦まで進

出する大成（？）を治めました。その後、毎年オ

ールデンタルで団体戦、個人戦への参加を継続し、

女子団体戦でベスト４、女子個人戦で準優勝の輝

かしい結果を残してくれました。今年も、歯学部

ニュースが発行される頃、毎年行われるバドミン

トン部オールデンタル報告会でいい結果が聞ける

ことを楽しみにしています。

最後になりましたが、バドミントン部の創立に

多大な御尽力を頂いた高見さんに心よりご冥福を

お祈りいたします。

初代主将：32期 豊里 晃

【弓道部門】

団体戦 男子団体 第14位

女子団体 第７位

総合 第12位

今回の大会では男子部員の人数が５人に満たな

かったため、新潟大学だけが男子３人・女子２人

の混合立ちでの男子団体戦参加となりました。残

念ながら成績こそ振るいませんでしたが、部員全

員が立ちに入る経験ができたことは、きっと、今

後の活躍につながるものと思います。

沢山の先生方に応援していただき、ありがとう

ございました。心より感謝いたしております。

（５年生 菅原真由）

【卓球部門】

大会会場：新潟市体育館

大会日程：平成14年８月７日～８月10日

試合結果

男子団体戦 ベスト８

女子団体戦 ４位

男子個人戦シングルス 土門 ベスト16

女子個人戦シングルス 鈴木 ３位

夏梅 ３位

女子個人戦ダブルス 鈴木・夏梅組 準優勝

敢闘賞 鈴木、夏梅

（５年生 土門 久哲）

【ゴルフ部門】

男子団体 第15位

女子団体 不参加

一昨年、昨年と先輩たちの大活躍で２年連続の

個人優勝、そして団体も最高の成績をおさめるこ

とができましたが、今年は残念な結果に終わって

しまいました。しかし猛暑の中個人個人頑張って

くれました。来年は後輩たちに期待します。

（５年生 齋藤 健）

【剣道部門】

私たち剣道部は８月２・３日に東京都の東京武

道館においてデンタルが行われました。女子団体

戦は、１回戦昭和大学と対戦し２勝１敗（不戦勝

含む）で勝ち、続く２回戦では北海道医療大学と

対戦し１勝２敗（不戦勝含む）で惜しくも敗退し

ました。公式団体戦は今年も部員が不足していた

ために出場することができませんでした。個人戦

の結果は以下の通りです。

＝男子個人戦 初・無段の部＝

・渋谷 和彦（１年） １回戦シード

２回戦敗退

＝女子個人戦＝

・竹口 智子（５年） １回戦２本勝ち

２回戦不戦勝

３回戦敗退
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・北澤奈保子（３年） １回戦シード

２回戦敗退

・伊藤沙奈重（１年） １回戦不戦勝

２回戦２本勝ち

３回戦敗退

・髙 明子（１年） １回戦敗退

今回の大会では特に大きな結果を残すことがで

きませんでしたが、各選手が自分の力を出し切り、

自分よりも上の有段者との対戦であっても臆する

ことなく伸び伸びと戦うことができていたと思い

ます。また、伊藤沙奈重（１年）が記念すべき初

勝利をあげることができ、とてもよかったです。

来年のデンタルでさらに上を目指せるようにより

いっそう𥡴古を重ねていきたいと思います。

（３年生 郷 真梨江）

【軟式野球部活動報告】

私たち軟式野球部は、新潟地区大学軟式野球連

盟に加盟し、リ－グ戦に参加しています。

●2001年新潟地区大学軟式野球連盟秋季リーグの

全試合結果

８/25 羽生田球場 歯学部９―１新潟造形大

８/29 羽生田球場 歯学部４―１新潟大全学

９/１ 西川球場 歯学部10―０新潟大医学部

９/５ 中地区球場 歯学部２―１新潟国際情報大

９/７ 中地区球場 歯学部１―３新潟経営大

９/８ 羽生田球場 歯学部21―０新潟工業短期大

９/28 羽生田球場 歯学部４―３新潟工科大

10/６ 中地区球場 歯学部５―３新潟薬科大

７勝１敗で国際情報大と並び１位となり、プレ

ーオフに進出しました。

10/13 中地区球場 歯学部２―４新潟国際情報大戦

（プレ－オフ）

惜しくも新潟地区優勝は逃したが、２位で東日

本大会出場が決定しました。

●2001年東日本大学軟式野球選手権大会試合結果

11/10 日光市所野球場

１回戦 帝京大（東関東地区代表）戦

帝京 １２０ ０００ ０１０ ４

新大歯 １００ ０００ ０００ １

残念ながら一回戦で敗退しましたが、強豪校と

戦えたことはよい経験となりました。

●2002年新潟地区大学軟式野球連盟春季リ－グの

全試合結果

４/20 黒埼球場 歯学部５―１新潟経営大

４/27 黒埼球場 歯学部６―０新潟工科大

４/29 津島屋球場 歯学部11―５新潟薬科大

５/４ 中地区球場 歯学部３―２新潟産業大

５/５ 濁川球場 歯学部11―０新潟大医学部

５/25 黒埼球場 歯学部１―０新潟国際情報大

６/１ 黒埼球場 歯学部３―３新潟大全学部

６勝０敗１分で新潟地区優勝ならびに全日本大

学軟式野球選手権大会出場が決まりました。

応援してくださった皆様真にありがとうござい

ます。

８月に行われる全国大会もがんばりますので、

これからも応援よろしくお願いします。

（文責：５年 野田）

［部活紹介］

軟式野球部は新潟地区大学軟式野球連盟に所属

し、春と秋のリ－グに参戦しています。例年７か

ら９校で構成されており、春は優勝すると全日本、

秋は準優勝以上で東日本大会に出場できます。歯

学部は、昨年春までの最高成績は３位で、全日本

ならびに東日本大会には一度も出場したことはあ

りませんでした。しかし昨秋に念願だった東日本

大会に初出場すると、今春も昨秋の勢いそのまま

にリ－グ優勝を果たし、今年の８月に行われる全

日本大会出場が決まりました。今回は歯学部ニ

ュ－スの紙面をお借りし、昨秋のリーグから東日

本大会への出場、そして今春のリーグ優勝に至る

までの野球部の足跡について紹介させて頂きたい

と思います。

昨年10月６日、秋のリ－グ最終戦を歯学部は６

勝１敗、勝てば東日本出場という状況で迎えまし

た。相手の新潟薬科大学は春２位の強豪でしたが、
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これまでリ－グを勝ち抜いてきたチ－ムには勢い

がありました。６回初のチャンスに先制点を挙げ

ると、続く７、８回にも加点し試合を有利に展開

しました。その裏に追い上げられるも、継投で逃

げ切り、５―３で勝利！ チ－ムがひとつとなっ

たことを実感できたベストゲ－ムでした。勝った

瞬間は歓喜するともに目標を達成した安堵感で力

が抜けてしまいました。その夜は遅くまでみんな

で勝利の余韻に浸り、このチ－ムで戦えたことを

ともに喜び合いました。

東日本大会は11月10日より栃木県日光市にて行

われました。初戦は当日の第三試合、帝京大学と

の対戦。初回、緊張から相手打線に２長短打を許

し、あっさり１点を先制されると、その裏、３番

金子（４年）のタイムリ－で反撃しますが、２回

に再び打ち込まれ、すぐさま３－１と勝ち越され

てしまいました。序盤自分たちのペ－スをつかむ

前の出来事で、初出場の経験の無さが出てしまい

ました。その後は投手陣が踏ん張り、守備も普段

の落ち着きを取り戻し、互角の戦いを展開しまし

た。得点こそ奪えませんでしたが、７回にはノ－

アウト満塁の同点のチャンスも作りました。結果

４－１と惜敗してしまいましたが、敗れた悔しさ

の中にここまで戦えたという手ごたえが感じられ

た試合でした。東日本で得た経験は、歯学部野球

部のさらなる成長のためにこれ以上ない財産とな

ったと思います。

そして今年４月20日、また新潟春のリ－グが始

まりました。今年の歯学部は昨年の経験でチ－ム

がひとまわり大きくなった気がします。開幕戦よ

り落ち着いた試合運びをみせ、一試合ずつ勝ちを

積み重ねていきました。全勝同士で迎えた新潟国

際情報大学戦では、投手戦を耐え、終盤相手のミ

スをつき、１―０で勝利しました。精神的な余裕

を感じた一勝でした。最終成績は６勝１分０敗で、

見事リ－グ初制覇！ ８月に千葉で開催される全

日本大会に出場することが決まりました。

私たちは全日本大会出場に満足はしていませ

ん。昨秋東日本に出場したときは正直出るのがや

っとで、勝つというところまでは準備できません

でした。今年は昨年の経験を生かすことで、全国

で勝つ野球が実現できると考えています。

最後になぜ歯学部野球部は強くなれたのか？

全ては部全員が野球を好きだからだと思います。

この夏、野球にどれだけ夢中になれるか。悲願の

全国一勝の鍵はここにあると思います。

（文責：５年 野田）

【サッカー部門】

2002年DENTALサッカー部門は昭和大学が

主幹で駒沢競技場、昭和大学長津田グランドにて

行われました。新潟大学歯学部は、一回戦北海道

医療大学と対戦し、前半15分クリアーミスを相手

FWに拾われ得点され、１対０で一回戦負けを喫

しました。チームの仕上がり自体は悪くなかった

のですが、早い時間帯に失点してしまったため、

チーム全体が浮き足立ってしまったのが敗因だっ

たと思います。３年ぶりの一回戦負けとなってし

まい、ＯＢの先生方の期待を裏切ってしまう結果

となってしまいましたが、来年は次期部長のもと

好成績をおさめてくれると思いますので、これに

懲りずに今後もご指導・ご支援のほどよろしくお

願いします。 （５年 高 楠旻）

【写真部】

部長 ５年 永田 昌也

私達写真部の活動内容は、普段は、写真撮影を

行いそれを現像しプリントすることです。また、

年間の活動としては、写真展へ出展したり、撮影

会へ参加したりします。活動は、現像するときは、

旭町図書館横の池原会館１階にある暗室で行い、

撮影するときは、自由にいろんなところで行いま

す。現像、プリントは、機械ではなく手作業で行

うので１枚の写真が出来上がるまでに時間がかか

りますが１つ１つの作業はすごく楽しく、そこが

魅力です。

写真に少しでも興味のある人ならどんな人でも

大歓迎です。カメラやその他の道具は持ってなく

ても大丈夫です。

活動場所：池原会館１階暗室（現像、プリント）

撮影場所はどこでも自由

活動日：毎週水曜日17：00～（変更可）
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【軽音楽部】

軽音学楽は基本的に、部員同士でバンドを作っ

て定期的に行うLIVE でそれを発表するという

部活です。主なLIVE として、

１．新入生歓迎LIVE ４月 講堂

２．運動会後夜祭LIVE ５月 講堂

３．新入生LIVE ６月 講堂

４．歯学祭LIVE

10月 講堂or病院玄関ロビー

５．YAMAHA定期コンサート

11月YAMAHAホール

６．卒業生追い出しLIVE １月 講堂

中でも特に大きなイベントは、歯学祭LIVE と

YAMAHA定期コンサートです。

歯学祭ＬＩＶＥでは、そこで同時に“おけさじ

んく”というイベントもやります。軽音部員たち

がオリジナルのおけさを作って演奏し、他の部の

部員たちがそれに合わせて踊るという、とてもユ

ニークなイベントで、これは一見の価値ありで

す‼

YAMAHAコンサートでは、万代のYAMA-

HAホールで、一般客の前でLIVE をします。一

年間の練習の成果の見せ場でもある最も大きなイ

ベントです。

このように軽音楽部は、日々LIVE に向けて頑

張っています。皆さん、ぜひ見に来てください

（４年生 佐田 尊）

【江戸千家茶道部】

お茶会のススメ

皆さんの中にお茶席に入ったことのある方は、

どのくらいいらっしゃるでしょうか？ 作法がわ

からないから、堅苦しそうだからと敬遠してはい

ないでしょうか？

運動部がデンタル等の試合に勝つことを目標と

して日々練習に励んでいると同じように、私たち

江戸千家茶道部も年に２回の学生茶会や歯学祭、

医学祭において、少しでもきれいなお点前で美味

しいお茶をたてられるように毎週練習していま

す。

また、お茶会ではお点前のほかにも、茶碗や茶

入をはじめとするお道具とその取り合わせ・床の

間の掛け軸・お香・季節に合わせたお花などを、

お客様に楽しんでいただけるように考えて選んで

います。茶道について全く知らなくても十分楽し

めると思いますし、お茶席から何か気に入ったも

のを生活の中に取り入れたりして自分なりにお茶

を楽しんでもらえれば幸いです。

とにかく、言葉でいってもあまり説得力がない

と思います。お茶に少しでも興味のある方、是非

一度お茶席にお越しください。部員一同お待ちし

ております。 （５年生 梶田 桂子）
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